


在来種の魅力は、味が良いだけではありません。
タネが採れ、そのタネをまたつなげることがで
きること。つまり私が育てたトマトの種をまた
翌年植えれば、次のトマトが普通に育ちます。
そうやって土地の記憶を毎年少しずつ引き継ぎ
ながら、年々その環境に合ったくましい姿に進
化していきます。化学肥料や農薬に頼らなくて
も、その土地に馴染んだ野菜は自然と強くなる。
これこそ、タネが持つ“自然の中で育まれた適応
力“であり命の循環”だと思うのです。

畑を通じて強く感じたことは、田んぼと同様、
自然の基本は「循環」であるということです。
タネを採り、またまき、また育ち、また実り、
またタネを採る。この当たり前の営みの中に、
植物本来の生命力が宿っています。F1種の“均
一性”も、在来種の“多様性”も、どちらも「食」と
「健康」を考える上で大切な視点です。そして私
たち人間もまた、自然の循環の一部であること
を畑は静かに教えてくれました。
「タネからタネがつながる“在来種”」と「タネから
タネがつなげにくい “F1種”」。命を育むとした
ら、どちらがより自然だと感じるでしょうか？
ぜひチャンスがあればお野菜を育ててみてくだ
さい。タネの違いが、“自然のしくみ”をそっと
教えてくれます。


